
検討事項

〇稼働開始日

〇拡張機能を踏まえたワークフロー

〇その他付加機能の情報共有について

最も遅いタイミングで９月１日となっているが、利便性の向上や他団体の運用を踏まえると、
なるべく早い段階がよが、８月１日は長期休業中ということもあるため、業務が煩雑になる可
能性がある。
→「８月１日～テスト運用、９月１日～本格稼働」も検討

拡張機能のワークフローについて、児童／保護者／児童館／システムに分けてワークフロー
図を作成した（次ページ）ので、こちらのワークフロー図を基に、追加で必要な対応や確認があ
るかを検討する。

児童の個別帳票（入退館予定カレンダー）の利用や、中抜けに関する予定入力、
その他、利用可能な機能についてどの程度全体に共有するかを検討する。
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